
尼崎市議会議員 【維新の会】 副幹事長

第49号 【市政報告】なんとかしよう！「あまがさき」

今
後
の
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
社
会
保
障
費
の
増
加
、

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
、

維
持
管
理
費
の
増
加
等
、
自
治

体
の
財
政
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
の
方
は
こ
れ
ま

で
の
や
り
方
を
是
と
す
る
傾
向

が
あ
り
、
新
た
な
取
組
み
に
は

抵
抗
が
あ
る
た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
し
な
い
所
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
今
ま
で
通
り
の
や
り

方
や
役
所
で
働
く
職
員
の
方
の

意
識
の
「
改
革
・
改
善
」
が
今
最

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、[

最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果]

が
生
ま
れ
る
仕
組
み

や
・意
識
改
革
の
提
案
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
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民間の経営感覚で
市政に取り組みます！
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【維新の会】は議員報酬削減 10万円/1人月
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3

新
地
方
公
会
計

4

人
事
評
価
項
目

2

公
民
連
携

１
オ
フ
ィ
ス
改
革

令和元年7月1日（月）尼崎市議
会「維新の会」7人全員で、平成31

年1月～3月分 10万円/人月【議
員報酬（給与）削減】×3ヵ月＝30

万円 30万円×7人＝210万円を
日本海山形県沖地震の義援金として
山形県鶴岡市 皆川 治 市長に贈
呈させて頂きました。一日も早い復興
を祈念いたします。

【
要
望
】
色
々
と
課
題
は
あ
る
と
思
う
が

前
に
進
め
て
頂
く
よ
う
要
望
。

【
答
弁
】
各
部
門
が
連
携
し
合
い
「
縦
割

り
組
織
」
の
弊
害
を
排
除
し
て
い
く
。
現

在
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
考
え
て
い
な
い
。

【
答
弁
】
本
市
が
比
較
対
象
と
し
て
い
る

類
似
都
市
も
「
期
末
一
括
仕
訳
」
で
あ
り
、

「日
々
仕
訳
」に
す
る
考
え
は
現
在
は
な
い
。

【
答
弁
】見
直
し
の
観
点
は
、
前
例
踏
襲
で
は
な

く
、
目
的
を
考
え
課
題
解
決
に
向
け
て
縦
割
り

意
識
を
排
除
し
、
集
中
的
、
効
果
的
に
業
務
を

行
う
た
め
の
コ
ス
ト
・
時
間
意
識
に
重
き
を
置
い

た
人
事
評
価
項
目
に
改
定
。
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９
月
議
会
に
て
６
月
議
会
か
ら
の
経
過
を
質
問

六
月
議
会
に
お
い
て

オ
フ
ィ
ス
改
革
《
書
類

の
整
理
・
ペ
ー
パ
レ
ス

化
・
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
》
の
提
案
を
行
い
、

当
局
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
や
仕
事
の
能
率
化

が
期
待
さ
れ
一
人
一

人
の
意
識
改
革
と
な

る
。
と
答
弁
さ
れ
た
。

【
結
果
】

八
月
に
全
庁
的
な
各

部
局
の
企
画
管
理
課

長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
そ
の
結
果
、
「
積

極
的
に
取
組
む
べ
き
」

が
約
三
割
「
部
分
的

に
は
実
現
可
能
」

Ｐ
Ｐ
Ｐ

/

Ｐ
Ｆ
Ｉ

地
域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
向
け
た

公
民
連
携
に
つ
い
て

Ｐ
Ｐ
Ｐ/

Ｐ
Ｆ
Ｉ
地
域
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
は
、

図
表
一
の
地
域
の
企
業
、

金
融
機
関
、
自
治
体
、

有
識
者
が
集
ま
り
Ｐ
Ｐ

Ｐ/

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
現

し
て
い
く
活
動
の
場
で

あ
る
。
如
何
に
役
所
の

経
験
不
足
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
欠
如
な
ど
の
課
題
を

解
消
す
る
か
を
学
び
、

民
間
の
資
金
や
知
恵
を

活
用
し
自
治
体
と
民
間

事
業
者
が
協
働
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事

業
効
率
の
ア
ッ
プ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取

組
む
。
先
ず
は
、
企
業

や
市
民
の
提
案
・
相
談

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

が
約
八
割
の
回
答

と
な
っ
た
。
今
後
、

オ
フ
ィ
ス
改
革
に
関

す
る
課
題
や
目
的

の
共
有
、
取
組
む
こ

と
の
で
き
る
項
目
の

検
討
を
行
っ
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

西予市資料

の
提
案
を
行
っ
た
。
役
所
は
、
縦
割
の
組
織

で
案
件
に
よ
っ
て
窓
口
が
違
い
、
非
常
に
分
か

り
に
く
い
。
神
戸
市
の
公
民
連
携
推
進
室
の

よ
う
な
部
署
を
強
く
要
望
し
た
。



新
地
方
公
会
計
制
度

の
活
用
に
つ
い
て

人
事
評
価
及
び
人

材
育
成
に
つ
い
て

昨
年
の
九
月
、
十
二
月
議
会
に
お
い
て
九

月
の
決
算
審
査
に
こ
れ
ま
で
の
官
庁
会
計

だ
け
で
な
く
新
地
方
公
会
計
の
財
務
諸
表

の
活
用
を
要
望
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
財
務

諸
表
は
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
決
算
か
ら

半
年
遅
れ
で
作
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

昨
年
の
訴
え
に
て
今
回
は
、
十
月
完
成
と

五
ヵ
月
も
短
縮
さ
れ
た
が
決
算
に
は
、
ま

だ
間
に
合
わ
ず
有
効
活
用
が
全
く
で
き
て

い
な
い
。
国
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
取
り
あ
え

ず
作
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
官
庁
会

計
は
、
家
計
簿
の
よ

う
な
も
の
で
現
金
の

動
き
し
か
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
新
公
会

計
は
減
価
償
却
な
ど

見
え
な
い
経
費
も

把
握
で
き
る
。
九
月
決
算
に
間
に

合
わ
す
為
に
は
、
今
の
期
末
一
括

仕
訳
で
は
な
く
日
々
仕
訳
の
シ
ス

テ
ム
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

事
業
別
や
施
設
別
等
の
セ
グ
メ
ン

ト
分
析
が
可
能
と
な
り
費
用
対
効

果
は
か
な
り
期
待
で
き
る
。
行
政

費
用
と
し
て
人
件
費
、
物
件
費
、

減
価
償
却
、
退
職
金
引
当
金
な
ど

事
業
の
フ
ル
コ
ス
ト
が
把
握
で
き
、

成
果
の
為
に
コ
ス
ト
を
掛
け
る
か

削
減
す
る
か
判
断
で
き
る
。
期
末

一
括
仕
訳
の
シ
ス
テ
ム
の
契
約
が

来
年
度
終
了
す
る
。
こ
の
機
会
に

日
々
仕
訳
に
変
更
し
、
決
算
資
料

に
財
務
諸
表
の
活
用
を
強
く
要
望

し
た
。
今
後
も
追
跡
す
る
。

昨
年
三
月
、
六
月
議
会
に
て

取
り
上
げ
た
。
そ
の
際
、
現
在

の
職
員
は
企
画
力
や
職
員
指

導
・育
成
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
関
す
る
部
分
が
弱
み
で

あ
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
又
、
原

価
意
識
や
生
産
性
の
向
上
に

つ
い
て
も
提
案
し
た
。

四
十
年
ぶ
り
に
人
事
評
価

項
目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。


